
瑞下第８０４号  

令和３年１０月１８日  

 

 瑞穂市上下水道事業審議会長 様 

 

瑞穂市長 森  和 之     

 

   下水道事業における受益者負担金及び分担金のあり方に 

   ついて（諮問） 

 

 下水道事業について、負担の衡平性を図り持続可能な事業とするた

め、下記のとおり貴審議会の意見を求めます。 

 

記 

 

 当市の下水道事業は、「都市の健全な発達及び公衆衛生の向上に寄

与し、合わせて公共用水域の水質の保全に資すること」を目的として

令和２年度に新たに瑞穂市公共下水道（瑞穂処理区）事業に着手し、

令和８年度末の供用開始を目指しています。 

 下水道の整備には多額の費用が必要であり、その建設財源には、国

庫補助金や起債等が充てられます。しかし、下水道事業により利益を

受ける方は供用区域内の方に限定され、供用区域外の方との負担の不

衡平が生じます。そのため受益者に対しその利益の範囲内で事業費の

一部を負担いただくことにより負担の衡平を図るのが受益者負担金及

び分担金の考えであります。 

 ついては、当市の下水道事業における貴重な建設財源である受益者

負担金及び分担金のあり方について諮問いたします。 



瑞穂市上下水道事業審議会 諮問要旨 

 

１ 受益者負担金及び分担金単価 

  受益者負担金及び分担金の単価は、市街化区域・市街化区域外に関わらず区域全体で一律の

面積割単価を適用する案１を考えています。 
 

区分 算定方法 市街化区域 市街化区域外 

案１ 
区域全域で 

同一の面積割単価を設定 
190 円/m2 190 円/m2 

案２ 
市街化区域と区域外に 

区分して面積割単価を設定 
180 円/m2 220 円/m2 

案３ 
市街化区域は面積割定額 

区域外は単一定額を設定 
180 円/m2 160,000 円/戸 

案４ 
西処理区・別府処理区と 

同一の単一定額を設定 
150,000 円/戸 150,000 円/戸 

 

２ 減免及び徴収猶予 

  本市は、合併処理浄化槽の普及が進んでいることを鑑み、合併処理浄化槽設置済の区画につ

いて、以下のとおり減免及び徴収猶予することを考えています。 
 

対象 減免 徴収猶予 

合併処理浄化槽 

設置済の区画 

供用開始から３年以内に下水道に接

続（排水設備改造工事の確認申請の確

認）する合併処理浄化槽設置済の区画 

供用開始区域内のすべての合併処

理浄化槽設置の区画 

 

３ 別府処理区の取り扱い 

  別府処理区の取り扱いは、以下に示す２つの案のいずれかにすることを考えています。 
 

区分 取り扱い 

案１ 

・現在の分担金条例を存続する。 

・分担金の未納者が公共下水道に接続する際には、分担金条例に従い１５万円

を負担いただく。 

案２ 
・現在の分担金条例を廃止し、公共下水道の受益者負担金を一律賦課する。 

・分担金を納付済の区画は、減免とする。 


